
��の��に�かれ、支援が�かないことが�ります。
薬を持��せない、�療を受けていた医療機関が��できない、
避難���の不��な�、��の��や��につながりやすく
なります。
���な���を支える�が、被災�に機�を�います。
��者と�れることで��の��が�します。

・まず、避難の支援を受けられるよう、地域での避難体制に積極的に関与
していきましょう。

・普段から支援している関係者と一緒に避難できるとは限りません。
必要な支援について遠慮なく、積極的に意思表示することが重要です。

・支援する側は、被災された障害者の特性に配慮した支援を行えるよう、
コミュニケーションを図っていきましょう。

・薬を飲んでいる方は、薬の名前や量をメモしたものを必ず携帯し、避難
する際はできるだけ薬を持参しましょう。

・医療機関を早期に確保し、不安をとり除きましょう。

・避難�では、医療����者�保����に��の��をはっきり
�えましょう。�のた�には、��の��をよく��して�くことが
��です。
持��すとよいもの

・��������に��や�療薬な�の��が��されているので、
医療��にとても��です。

・�ンシュ�ン、������必要な方������な�必要な��が
�るので、��医の��と
��して�きましょう。

・��で��できない��は、��をしていなくても医療���な�で
必要な�療の意思表示をしましょう。

・�の確保。����は特に意�しましょう。
・���けの���を�え、��しましょう。
・��持��し�に�るとよいもの����、���、

�������シュな�

※��医の��に、災害�の��について��して�きましょう。

障害者

���の方
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